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摩
周
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
協
会（
渡
邊

曻
会
長
）の
皆
さ
ん
が
６
月
７
・
16
の
両
日
、

役
場
庁
舎
前
と
役
場
駐
車
場
入
り
口
の
花

壇
に
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
に
花

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
、今
年
で
20
回
目
。サ
ル
ビ
ア
や
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
約
５
０
０
株
を
手
際

よ
く
植
え
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
、湯
の
島
自
治
会（
野
田
口
昌

明
会
長
）と
役
場
管
理
職
会
、役
場
職
員
Ｏ

Ｂ
で
構
成
す
る「
町
友
会
」（
玉
手
俊
一
会

長
）の
皆
さ
ん
が
連
携
し
て
、摩
周
温
泉
公

園
に
２
千
株
の
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。皆

さ
ん
が
利
用
す
る
公
園
を
き
れ
い
に
し
た

い
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
約
50
人

が
参
加
。ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
な
ど
を
手
分
け
し
て
植
え
ま
し
た
。

　

15
日
に
は
、日
の
出
自
治
会（
塩
沢
紀
雄

会
長
）の
皆
さ
ん
が
、国
道
３
９
１
号
か
ら

摩
周
駅
前
に
向
か
う
交
差
点
の
ロ
ー
タ
リ

ー
で
花
壇
へ
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。毎

年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
約

20
人
が
参
加
。ベ
ゴ
ニ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
な
ど
を
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
、
弟
子
屈
町
花
い
っ
ぱ
い
運

動
推
進
会（
会
長
・
筒
井
貴
文
商
工
会
青
年

部
長
）な
ど
の
皆
さ
ん
が
、国
道
２
４
３
号

沿
い
鈴
蘭
地
区
交
差
点
付
近
で「
弟
子
屈

町
花
い
っ
ぱ
い
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」事
業

を
行
い
ま
し
た
。商
工
会
青
年
部
・
女
性
部

な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
、
毎
年
行

っ
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
花
苗
の
植
栽
を

実
施
。10
月
ま
で
の
毎
月
１
回
、除
草
や
清

掃
な
ど
も
行
い
ま
す
。

花いっぱいのまちに

各地域で植栽活動

自慢の牛馬を競い合う

第62回弟子屈町家畜共進会

　

町
と
Ｊ
Ａ

摩
周
湖
の
共

催
の
第
62
回

弟
子
屈
町
家

畜
共
進
会
が

６
月
７
日
、

弟
子
屈
町
家

畜
共
進
会
場

で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
乳
牛
の
部
に
７
戸
の
酪
農
家

が
33
頭
の
乳
牛
を
、
馬
の
部
に
８
戸
の
馬

飼
養
者
が
18
頭
を
出
陳
。直
前
ま
で
降
り

続
い
て
い
た
雨
も
や
み
、最
高
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、乳
牛
の
部
で
は
子
牛
か
ら
親

牛
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
牛
が
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。馬
の
部
で
は
、新
た
な
試
み
と

し
て
ポ
ニ
ー
の
部
を
新
設
。多
く
の
馬
が

集
ま
り
、審
査
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❑
乳
牛
の
部

▼
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
イ
ン
レ
ッ

ト
グ
リ
ー
ン　

メ
イ
ン　

ダ
イ
ア
ナ（
江
上

和
彦
さ
ん
所
有
）▼
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
／
メ
ド
ー
ブ
リ
ッ
ジ　

ア
ッ
ト
ウ
ッ
ド

ス
テ
イ
シ
ー（
高
橋
和
憲
さ
ん
所
有
）▼
ジ

ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
イ
ン

レ
ッ
ト　

ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン　

Ｉ
Ｏ　

タ

バ
サ（
江
上
和
彦
さ
ん
所
有
）▼
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
イ
ン
レ
ッ
ト

グ
リ
ー
ン　

ミ
ス
テ
ィ
ー　

シ
ド（
江
上

和
彦
さ
ん
所
有
）

❑
馬
の
部

▼
最
優
秀
賞
／
桜
姫（
守
屋
博
さ
ん
所
有
）

日の出自治会の植栽（上）
花いっぱい運動推進会の花壇整備（下）

馬の部最優秀賞の桜姫

景色を楽しみながら清掃

摩周湖クリーンウオーク２０１４

　

町
主
催
の「
摩
周
湖
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー

ク
２
０
１
４
」が
５
月
31
日
、町
内
各
地
の

国
道
や
道
道
沿
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

摩
周
湖
周
辺
の
環
境
保
全
対
策
や
自
然

の
番
人
宣
言
事
業
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ

ェ
イ
弟
子
屈
エ
リ
ア
の
活
性
化
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
９
回
目
。一
般
参
加
の
町
民
の
方
や
小
・

中
学
生
、園
児
の
ほ
か
、事
業
所
な
ど
か
ら

約
６
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。社
会
貢

献
活
動
と
し
て
９
年
連
続
参
加
し
て
い
る

弟
子
屈
町
建
設
業
協
会（
辻
谷
智
之
会
長
）

か
ら
も
61
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。参
加

者
は
16
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
摩
周
湖

や
川
湯
温
泉
、
仁
伏
な
ど
の
８
コ
ー
ス
全

70
㌔
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ご

み
を
４
２
０
㌔
集
め
ま
し
た
。ま
た
今
年

も
、
弟
子
屈
町
建
設
業
協
会
が
ト
イ
レ
カ

ー
を
２
台
提
供
し
た
ほ
か
、
弟
子
屈
町
未

来
こ
ど
も
協
議

会（
目
黒
厚
子
会

長
）の
会
員
が
お

茶
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
ま
し
た
。

　

環
境
月
間（
６

月
）の
全
町
的
行

事
と
し
て
定
着

し
た
摩
周
湖
ク

リ
ー
ン
ウ
オ
ー

ク
。今
後
も
末
永

く
継
続
し
て
い

き
た
い
取
り
組

み
で
す
。

道路わきのやぶの中にもごみが

汗ばむ陽気の中 次々にごみを回収

フラワーマスター協会の花壇整備（上）
湯の島自治会などによる植栽（下）

入賞牛を囲んで

　

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
美
留
和
地
区

の
起
工
式
が
６
月
19
日
、
現
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

起
工
式
に
は
、
同
事
業
促
進
期
成
会
の

深
谷
伊
三
雄
会
長
ほ
か
会
員
、
関
係
者
な

ど
約
30
人
が
出
席
。工
事
の
安
全
を
祈
り

ま
し
た
。

　

同
事
業
は
、
美
留
和
地
区
の
酪
農
専
業

地
帯
に
農
業
用
排
水
路
と
農
用
地
を
整
備

す
る
も
の
。こ
の
地
域
は
泥
炭
土
の
た
め

地
盤
沈
下
が
進
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、農
業

用
排
水
路
の
排
水
機
能
が
低
下
し
、
水
は

け
が
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

牧
草
の
生
産
量
と
農
作
業
の
能
率
が
低
下

し
て
い
る
た
め
、同
事
業
に
よ
り
、農
業
生

産
の
維
持
と
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り

ま
す
。対
象
は
美
留
和
地
区
の
７
３
７
㌶
、

総
事
業
費
は
42
億
円
で
す
。

　

起
工
式
で
深
谷
会
長
は「
地
域
の
悲
願

で
あ
っ
た
着
工
の
日
を
迎
え
た
。農
業
生

産
性
の
向
上
を
期
待
し
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

農業生産性向上を期待

国営総合農地防災事業美留和地区
現地で起工式

　弟子屈高校（大泉斉校長）
２年生の職場実習
が６月18・19の両
日、町内各事業所
などで行われました。
　役場でも８人が仕事を体験。このうち、
坪井拓海君、岡﨑千尋君はまちづくり政
策課で実習を行い、広報の取材にも挑戦
しました。
　起工式の写真は、坪井君と岡﨑君が撮
影したものです。

弟高生が職場実習

工事の安全を祈願する深谷会長（岡﨑君撮影）

土
地
改
良
事
業
が
行
わ
れ
る

現
地
の
様
子（
坪
井
君
撮
影
）

取材中の
岡﨑君（上）坪井君（左）


